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1 Vardac, Stage to Screen chapter2. 
2 バザン、p.218。 
3 四方田（2000）、p.40-54。 



















































                                               






前にすでに 2.5 次元ミュージカル協会によって 2.5 次元の定義がなされていたために、
彼女自身が自らの「２・５」という考えを 2.5次元の演劇として新たに位置付けること
は行われなかった。 








































                                               
































































































































































































                                               




































































































































































































                                               













































































































































                                               
26 団体戦の試合数が多く公演時間が長くなる場合は前編と後編に分けることもある。たとえば、
全国大会の決勝戦を描いたものは《ミュージカル テニスの王子様 The Final Match 立海 
First》（2009）と《ミュージカル テニスの王子様 The Final Match 立海 Second》（2010）
の二つの公演にまたがったものとなっている。 










































                                               
28 キプニス、p.10。 
29 舞台俳優。《ミュージカル テニスの王子様》シリーズにおいて 2006 年から 2007年にかけ
ての一年間、主人公の越前リョーマ役を務めた。 
30 ミュージカルを中心に活躍する舞台俳優。 





















れることにも利点がある。例えば、《ミュージカル テニスの王子様 3rd season 青学








































































                                               
33 舞台《ハイキュー‼》シリーズは 2017 年 1 月現在、二作品三公演上演されている。最初の作

































































































                                               
34 バザン、p.233。 
35 ボワロー、p.107。 

















































































































































                                               
43 『演劇学のキーワーズ』、p.15。 
44 同著、pp.16-17。 













































舞台装置のリアリズムの変遷についてはニコラス・バルダックのの Stage to Screen 
Theatrical Method from Garric to Griffith に詳しい。バルダックはその中で 1880

















































                                               
48 Vardac, pp.75-76. 







































































































たが、同様の特徴はすでに Dumb Type の作品群にも見られるものである。 









































                                               















































































































































が、再演（2016 年 5 月）ではこの映像をリアルタイムで映すように変更された。この
変更によって俳優が、まさに舞台上で構築されつつある劇世界の「ここ」という場所に
おいて、「いま」感じている感情によって表出された表情がそのまま拡大されることに















































なものであることからくるものであった。一方、再演（2016 年 5 月）においては、舞
                                               


















































































































































                                               
68 Benett, p.206. 















































                                               
70 スタニスラフスキー、p.353。 















































                                               
72 佐々木、pp.26-27。 















































                                               


























































































































 《ハイキュー‼ 烏野復活》（2016 年 11 月）は第二章および本章第三節において、
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